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卒園式・卒業式日程

2広報いせん  令和 6 年 5月号（No.400）

ご卒園・ご卒業おめでとう

令和5年度 卒園・卒業者数

■小学校

■幼稚園

※個人情報保護の観点から掲載をしていない学校もございます。

■中学校

伊仙小学校 面縄小学校 犬田布小学校 鹿浦小学校 馬根小学校 糸木名小学校 喜念小学校 阿権小学校 計

39 名 17 名 19 名 5 名 3 名 3 名 4 名 2 名 92 名

伊仙幼稚園 面縄幼稚園 計

13 名 7 名 20 名

伊仙中学校 面縄中学校 犬田布中学校 計

31 名 24 名 20 名 75 名

伊仙小学校付属幼稚園

伊仙小学校

鹿浦小学校犬田布小学校

喜念小学校

面縄中学校

糸木名小学校

面縄小学校付属幼稚園

面縄小学校

馬根小学校

阿権小学校

犬田布中学校

■幼稚園
■小学校
■中学校

・・・・・・・・・・・3月19日
・・・・・・・・・・・3月22日
・・・・・・・・・・・3月12日



入園式・入学式日程

3 広報いせん  令和 6 年 5月号（No.400）

特 集

ご入園・ご入学おめでとう

令和6年度 入園・入学者数

■小学校

■幼稚園 ■中学校

伊仙小学校 面縄小学校 犬田布小学校 鹿浦小学校 馬根小学校 糸木名小学校 喜念小学校 阿権小学校 計

12 名 11 名 12 名 3 名 1 名 3 名 3 名 2 名 47 名

伊仙幼稚園 面縄幼稚園 計

20 名 7 名 27 名

伊仙中学校 面縄中学校 犬田布中学校 計

43 名 20 名 23 名 86 名

伊仙小学校付属幼稚園

伊仙小学校

馬根小学校犬田布小学校

喜念小学校

面縄中学校

糸木名小学校

伊仙中学校

面縄小学校付属幼稚園

面縄小学校

阿権小学校

犬田布中学校

■幼稚園
■小学校
■中学校

・・・・・・・・・・・・4月9日
・・・・・・・・・・・・4月8日
・・・・・・・・・・・・4月8日



4広報いせん  令和 6 年 5月号（No.400）

野
の じ ま

島 颯
そ う た

太くん

副
そ え じ ま

島 桜
お う が

翔くん富
と み や ま

山 稜
り く

久くん

野
の も と

元 廉
れ ん し ん

心くん

池
い け だ

田 夏
な つ な

渚ちゃん大
お お た け

竹 ひよりちゃん

美
み し ま

島 幸
さ え

笑ちゃん

福
ふ く だ

田 若
わ か は

玄くん

勇
ゆ う も と

元 瑛
え い せ い

成くん  壽
ことぶき

  亮
り ょ う ま

眞くん

町
ま ち

 勇
ゆ う せ い

笙くん 田
た が み

上 花
か の ん

音ちゃん 迫
さ こ だ

田 栞
か ん な

奈ちゃん

  令和5年度  5歳児歯科  検診優良児童を表彰
たちが虫歯ゼロでした。おめでとうございます。 ♥ ♦ ♣ ♠

健康増進課保健センター　TEL 86-2124  ★ ★ ★ ★ ★



5 広報いせん  令和 6 年 5月号（No.400）

清
し み ず

水 りんかちゃん

川
か わ も と

本 絢
あ や み

心ちゃん 太
お お や ま

山 千
ち あ き

輝くん

川
か わ ご え

越 大
だ い や

也くん盛
も り

 煌
こ う め い

明くん

常
つ ね

 美
み れ い

玲ちゃん志
し が き

垣 佑
ゆ う か

佳ちゃん 森
も り や ま

山 もあちゃん

久
く ぼ

保 湊
みなと

くん 幸
こ う や ま

山 結
う み

海ちゃん 山
や ま も と

本 さら咲
さ

ちゃん

  令和5年度  5歳児歯科  検診優良児童を表彰
 ♥ ♦ ♣ ♠ 令和５年度 ５歳児歯科検診において27名の子ども

★ ★ ★ ★ ★  歯のことお口のこと、お気軽にご相談ください。

永
な が た

田 光
こ う が

夏くん 樺
か ば や ま

山 凪
な ぎ と

人くん永
え い じ

治 碧
あ ら ん

嵐くん

特 集



6広報いせん  令和 6 年 5月号（No.400）

編
纂
審
議
会
と

各
部
会
の
ポ
イ
ン
ト

令
和
５
年
度 

伊
仙
町
誌
編
纂
事
業
の
ご
報
告

　
令
和
3
年
4
月
1
日
に
始
動

し
た
伊
仙
町
誌
編
纂
事
業
は
、

引
き
続
き
編
纂
審
議
会
と
6
つ

の
部
会
が
協
議
や
現
地
調
査
を

重
ね
、「
自
然
史
編
」「
民
俗
編
」

「
通
史
編
」
の
刊
行
計
画
が
固
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
本
年
3
月
末
に
は
「
令
和
版

伊
仙
町
誌
資
料
集
②
徳
之
島
上

国
日
記
集
」
と
し
て
藩
政
時
代

の
島
内
3
名
の
与
人
（
島
役
人
）

と
一
般
人
に
よ
る
日
記
の
現
代

語
訳
を
発
刊
し
ま
し
た
。

■
伊
仙
町
誌
編
纂
審
議
会

●
事
務
局
が
各
集
落
で
聞
取
り
、

記
録
し
て
い
る
島
口
デ
ー
タ
と
共

に
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
残
し
表

現
す
る
か
を
民
俗
部
会
へ
言
語
学

の
専
門
家
を
入
れ
て
「
民
俗
編
」

を
構
成
し
て
い
く
。

●
伊
仙
町
民
、
出
身
者
に
と
っ
て

経
緯

大
切
な
事
柄
を
取
り
ま
と
め
刊
行
す

る
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
な
か
な
か

蓄
積
さ
れ
な
か
っ
た
大
切
な
基
礎
的

調
査
デ
ー
タ
集
め
を
併
せ
て
行
う
。

●
博
物
館
法
で
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
化
が
義
務
化
さ
れ
た
の
に
と

も
な
い
、
町
誌
の
成
果
を
本
に
ま

と
め
る
だ
け
で
な
く
、
伊
仙
町
独

自
コ
ン
テ
ン
ツ
を
地
域
住
民
、
学

校
教
育
で
使
っ
て
い
く
。

■
先
史
・
原
史
時
代
部
会

構
成
と
し
て
「
旧
石
器
時
代
」「
貝

塚
時
代
前
期
・
後
期
」「
グ
ス
ク
時

代
」「
近
世
・
近
代
」
の
時
代
区
分

に
分
け
、
他
に
墓
制
・
人
骨
・
動

植
物
遺
体
・
文
献
史
か
ら
見
た
徳

之
島
で
構
成
す
る
。

■
琉
球
王
朝
・
薩
摩
藩
時
代
部
会

●「
徳
之
島
町
誌
」の
中
に
全
島
史
、

島
間
関
係
史
と
し
て
の
扱
い
も
あ

り
、
そ
こ
と
伊
仙
町
誌
と
し
て
の

立
ち
位
置
を
明
確
に
す
る
。

●
先
史
・
原
史
時
代
部
会
の
古
代

文
献
史
、
近
現
代
部
会
の
明
治
初

頭
、
そ
し
て
民
俗
部
会
の
行
政
区

分
の
変
遷
な
ど
デ
ー
タ
上
連
携
し

た
構
成
を
行
う
。

●
令
和
版
資
料
集
②
「
徳
之
島
上

国
日
記
集
」
か
ら
の
幕
末
期
の
知

見
を
本
体
へ
反
映
す
る
。

■
近
現
代
部
会

●
「
明
治
時
代
～
昭
和
前
期
」「
第

二
次
世
界
大
戦
～
日
本
復
帰
」

「
日
本
復
帰
～
1
9
8
0
年
代
」

「
1
9
9
0
年
代
～
」
の
4
時
代

に
大
き
く
分
け
、
各
時
代
の
概
要

→
年
表
→
ト
ピ
ッ
ク
で
構
成
し
て

い
く
。

●
出
来
事
は
年
表
で
詳
細
を
表
現

し
、
本
編
は
見
開
き
2
ペ
ー
ジ
で

各
事
柄
を
深
堀
り
す
る
。

■
自
然
史
部
会

構
成
案
と
し
て
「
世
界
自
然
遺
産
推

薦
書
よ
り
自
然
史
を
書
く
視
点
と

枠
組
み
・
環
境
文
化
と
い
う
新
し
い

視
座
」「
徳
之
島
の
成
り
立
ち
」「
琉

球
石
灰
岩
が
織
り
な
す
地
形
と
暮
ら

し
」「
伊
仙
町
の
植
物
相
と
暮
ら
し
」

「
伊
仙
町
の
動
物
相
」「
伊
仙
の
姿（
各

主
要
地
点
）」
を
検
討
す
る
。

■
民
俗
部
会

「
総
論
」「
社
会
組
織
」「
集
落
の
空

間
構
造
」「
屋
敷
と
民
家
の
空
間
構

造
」「
村
落
と
家
庭
の
年
中
行
事
」

「
葬
制
と
墓
制
」「
闘
牛
と
畜
産
」

「
イ
ノ
ウ
の
民
俗
」「
昔
話
と
伝
説
」

「
伊
仙
町
に
特
徴
的
な
島
唄
文
化
」

で
構
成
。

■
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
部
会

●
島
口
の
記
録
が
地
元
か
ら
強
く

要
望
さ
れ
て
お
り
、「
地
域
の
記
憶
」

と
し
て
本
事
業
内
の
島
口
デ
ー
タ

を
残
し
て
い
く
。

●
そ
の
意
味
で
は
現
在
の
小
中
学

生
の
語
り
も
地
域
の
記
録
と
な
る
。

●
国
立
民
族
博
物
館
が
群
島
全
体

で
作
っ
た
「
島
唄
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
」

も
元
々
あ
っ
た
映
像
デ
ー
タ
を
ど

う
使
う
か
の
議
論
。

●
町
誌
本
体
の
デ
ー
タ
を
オ
ー
プ

ン
に
す
る
の
か
、
そ
こ
が
決
ま
れ

ば
学
校
現
場
へ
の
教
材
提
供
も
展

開
可
能
。



7 広報いせん  令和 6 年 5月号（No.400）

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
集
落
の

方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
集

落
の
暮
ら
し
や
成
り
立
ち
、
地

名
（
字
名
）
や
自
然
環
境
を
よ

く
知
る
方
へ
聞
き
取
り
調
査
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
6
年
に
は
、
資
料
集
①

「
伊
仙
村
史
・
町
誌
復
刻
版
」
に

続
き
資
料
集
②
「
徳
之
島
上
国

日
記
集
」
を
刊
行
し
、
そ
の
後

資
料
集
③
「
伊
仙
町
広
報
誌
縮

刷
版
（
昭
和
40
年
～
）」
を
発
刊

予
定
で
す
。
続
い
て「
自
然
史
編
」

「
通
史
編
（
上
下
）」「
民
俗
編
」

を
順
次
発
刊
予
定
で
す
。
同
時

に
伊
仙
町
歴
史
民
俗
資
料
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
動
植
物
デ
ー

タ
や
島
口
聞
き
取
り
デ
ー
タ
な

ど
を
順
次
ア
ッ
プ
し
、
学
校
現

場
で
も
使
え
る
動
画
集
に
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
調

査
研
究
資
料
は
、
各
集
落
に
分

け
て
町
誌
編
纂
室
で
集
め
て
お

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
聞

き
取
り
内
容
と
合
わ
せ
て
、
全

て
の
集
落
へ
全
情
報
を
お
渡
し

し
、
将
来
的
な
集
落
誌
作
成
な

ど
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

  

5
月

  

3
月

  

9
月

「
自
然
史
部
会
」
堀
委
員

現
地
調
査
（
犬
田
布
岬
神
社
）

「
令
和
版
伊
仙
町
誌
資
料
集
②

徳
之
島
上
国
日
記
集
」
発
刊

「
先
史
・
原
史
時
代
」

「
琉
球
王
朝
・
薩
摩
藩
時
代
」

「
民
俗
」「
自
然
史
」
部
会

合
同
現
地
調
査

今
後
の
予
定

現
地
調
査
及
び
令
和
版
伊
仙
町
誌
資
料
集
②
発
刊
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令
和
6
年
3
月
5
日
N
P
O
法
人
親
子

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
じ
ゅ
ま
る
の
家 

野
中
涼
子

理
事
長
が
「
未
来
を
強
く
す
る
子
育
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」（
住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
主

催　

文
部
科
学
省
・
子
ど
も
家
庭
庁
後
援
）

の
子
育
て
支
援
活
動
部
門
で
ス
ミ
セ
イ
未
来

大
賞
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
賞
を
受
賞
さ

れ
、
3
月
13
日
に
受
賞
報
告
の
た
め
伊
仙
町

役
場
に
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
仙
町
に
お
い
て
も
、
親
子
の
居
場
所
作

り
や
相
談
支
援
・
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
等
、
様
々
な
子
育
て
支
援
に
大
変
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

野
中
理
事
長
並
び
に
が
じ
ゅ
ま
る
の
家
の

ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ま
、
受
賞
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

伊
仙
町
糖
業
振
興
会
主
催
に
よ
る
、
さ
と

う
き
び
春
植
え
出
発
式
が
開
催
さ
れ
、
南
西

糖
業
㈱
、
J
A
あ
ま
み
徳
之
島
事
業
本
部
、

鹿
児
島
県
農
業
共
済
組
合
南
大
島
支
所
な
ど

の
関
係
機
関
約
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

  

大
久
保
町
長
を
は
じ
め
、
J
A
あ
ま
み
徳

之
島
事
業
本
部
の
平
山
統
括
理
事
や
南
西
糖

業
㈱
の
網
島
徳
之
島
事
業
本
部
長
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
大
久
保
町
長
は
、「
機
械
化
作
業

体
系
と
適
期
植
付
・
適
期
管
理
を
推
進
し
、

面
積
拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、
畑
か
ん
推

進
を
行
う
こ
と
で
単
収
向
上
に
つ
な
げ
て
い

く
。
今
期
の
春
植
え
目
標
面
積
3
0
0
h
a

春
植
え
出
発
式

「
未
来
を
強
く
す
る
子
育
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

ス
ミ
セ
イ
未
来
大
賞
と
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
賞
受
賞

03
07

03
13

達
成
に
向
け
て
、
行
政
、
南
西
糖
業
、
J
A
、

さ
と
う
き
び
農
家
が
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
集
ま
っ
た
関
係
者
を

激
励
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
黄
色
の
タ
オ
ル
を
巻
き
、

J
A
あ
ま
み
徳
之
島
事
業
本
部
糖
業
農
政
課
、

森
島
課
長
の
「
が
ん
ば
ろ
う
三
唱
」
で
気
勢

を
上
げ
ま
し
た
。
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兵
庫
県
尼
崎
市
の
阪
神
尼
崎
駅
前
中
央
公

園
に
て
、
徳
之
島
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
ブ
ー
ス
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
移

住
相
談
、
空
き
家
活
用
の
相
談
、
ま
た
観
光

P
R
な
ど
、
訪
れ
た
関
西
地
区
に
お
住
い
の

奄
美
群
島
出
身
者
や
徳
之
島
フ
ァ
ン
の
方
に

向
け
て
行
い
ま
し
た
。

　

同
ブ
ー
ス
で
販
売
を
行
っ
た
「
徳
之
島

コ
ー
ヒ
ー
」
は
、
老
若
男
女
問
わ
ず
た
く
さ

ん
の
方
に
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
他
ブ
ー
ス
で
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
（
春

一
番
）
や
タ
ン
カ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
徳
之

島
な
ら
で
は
の
特
産
品
の
販
売
や
、
ス
テ
ー

　

町
長
室
に
て
令
和
５
年
度
永
年
勤
続
表
彰

者
の
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
児
童
生
徒
の
た
め
に
、
学
力
向

上
対
策
の
具
体
化
や
教
職
員
の
資
質
向
上
、

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
教
育
に
手
腕
を
発
揮

し
、
本
町
の
教
育
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
御
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

・
犬
田
布
小
学
校
　
校
長
　
菊
池 

悟

・
糸
木
名
小
学
校
　
校
長
　
上
村 

茂
平

・
阿
権
小
学
校
　
校
長
　
曽
田 

巌

・
伊
仙
中
学
校
　
校
長
　
髙
橋 

裕
雅

徳
之
島
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

令
和
５
年
度
永
年
勤
続
表
彰
者
の

感
謝
状
贈
呈
式

03
16

03
21

  

令
和
５
年
度
永
年
勤
続
表
彰
者

ジ
で
は
島
唄
の
歌
い
手
に
よ
る
徳
之
島
の
唄

な
ど
の
熱
い
ラ
イ
ブ
も
披
露
さ
れ
、
２
日
間

の
祭
り
も
大
盛
況
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

17・
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戦
艦
大
和
が
沈
没
し
た
と
さ
れ
る
4
月
7
日
に

犬
田
布
岬
に
て
、『
第
57
回
戦
艦
大
和
を
旗
艦
と

す
る
特
攻
艦
隊
戦
没
将
士
慰
霊
祭
』
が
執
り
行
わ

れ
、
島
内
や
自
衛
隊
関
係
者
な
ど
島
内
外
か
ら
約

2
0
0
人
に
ご
参
列
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
大
久
保
町
長
よ
り
、
戦
艦
大
和
慰
霊

塔
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
や
協
力
の
お
礼
の

あ
い
さ
つ
の
中
で
「
戦
後
の
平
和
と
目
覚
ま
し
い

発
展
は
尊
い
犠
牲
の
上
に
築
か
れ
た
も
の
。
引
き

続
き
こ
の
慰
霊
祭
を
地
元
有
志
で
行
っ
て
い
く
。」

と
慰
霊
の
言
葉
を
述
べ
、
恒
久
平
和
の
誓
い
を
新

た
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

航
空
自
衛
隊
那
覇
基
地
第
９
航
空
団
司
令
の
鈴

木
繁
直
空
将
補
は
、
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発

第57回 戦艦大和を旗艦とする
特攻艦隊戦没将士慰霊祭

下記のご支援をいただき
ました。みなさまのご支
援感謝申し上げます。

戦艦大和慰霊塔修復
プロジェクトの実績について

（※令和 6 年 4 月 7 日時点）

指定寄付
個人 企業・団体 寄付金

213 人 182 件 46,957,737 円

クラウドファンディング
支援者 寄付金

426 人 12,309,785 円

射
や
中
国
の
軍
事
活
動
な
ど
防
衛
を
取
り
巻
く
情

勢
に
触
れ
、「
わ
れ
わ
れ
自
衛
官
は
御
霊
の
ご
遺

志
を
受
け
継
ぎ
、
国
民
の
信
頼
と
負
託
に
応
え
る

た
め
に
努
力
と
精
進
を
重
ね
て
い
く
。」
な
ど
と

強
い
決
意
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
西
犬
田
布
婦
人
会
に
よ
る
舞
や
航

空
自
衛
隊
南
西
航
空
音
楽
隊
の
演
奏
が
捧
げ
ら

れ
、
戦
艦
大
和
が
沈
没
し
た
と
さ
れ
る
午
後
2 

時
23
分
に
参
列
者
全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ
、
尊
い

生
命
を
祖
国
に
捧
げ
た
３
７
３
７
柱
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
徳
之
島
交
流
ひ
ろ
ば 

ほ
ー

ら
い
館
に
て
、
戦
艦
大
和
を
旗
艦
と
す
る
特
攻
艦

隊
戦
士
慰
霊
塔
修
復
記
念
交
流
会
が
行
わ
れ
、
関

係
者
約 

70
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。



町長の動き
伊仙町長の1 ヵ月の主な動静を紹介いたします。

月日 行事 場所

3/16（土）
第11回徳之島祭り 兵庫県

17（日）

18（月）
5歳児歯科検診表彰式

伊仙町
馬根・中山集落座談会

19（火）
令和6年 第1回徳之島愛ランド広域連合議会 天城町

上面縄東・西集落座談会

伊仙町21（木）
門司植物防疫所国内担当統括及び名瀬支局長 来庁

令和5年度 永年勤続表彰者の感謝状贈呈式

22（金） 町内小学校卒業式

25（月）
徳之島地区介護保険組合定例会　 徳之島町

古里集落座談会 伊仙町

27（水）

各種団体の総会

鹿児島市「地域防災マネージャー」説明会

伊藤祐一郎元鹿児島県知事「旭日重光章」を祝う会

28（木） 小島集落座談会 伊仙町

29（金）
徳之島用水土地改良区総代会 天城町

河地集落座談会
伊仙町

4/2（火） 徳之島事務所建設課長・農村整備課長 挨拶

3（水）
奄振特別措置法延長に係るお礼挨拶回り 東京

4（木）

5（金） 令和6年度 春の子供の安全見守り大作戦及び
春の交通安全運動出発式　 徳之島町

7（日） 第57回戦艦大和を旗艦とする特攻艦隊戦没将士
慰霊祭

伊仙町

8（月）
町内小学校入学式

町内中学校入学式

9（火）
令和6年度 樟南第二高等学校入学式 天城町

区長会 伊仙町

11（木） 南西地域産業活性化センターNIAC訪問
沖縄県

12（金） うるまシェIT津梁パーク 視察

14（日） 陸上自衛隊・奄美警備隊隊長 来庁 熊本

11 広報いせん  令和 6 年 5月号（No.400）

伊仙町総合計画及び
総合戦略策定に係る

住民向けアンケートについて

ご協力のお願い
　現在、伊仙町の新たな計画策定に向けて、アン
ケート調査を実施させていただいております。
　アンケートへの回答が、まだお済みでない方
は、下記QRコードよりアンケートへのご協力をよ
ろしくお願いいたします。

　また、現在くらし
支援課の窓口にて、
アンケート用紙及
び回収ボックスを
設置しておりますの
で、伊仙町役場へ
お越しの際は、ぜひ
ご協力をよろしくお
願いいたします。

お問い合わせ先
伊仙町役場 未来創生課 担当：椛山

TEL：0997-86-3112(直通)

回答
期限 令和６年５月31日(金)まで

徳之島経済同志会から
新１年生に防犯ブザー寄贈
　４月３日（水）徳之島経済同志会から、4月に新小学１年生に
なる子どもたちへの防犯ブザーの贈呈式が伊仙町役場で行わ
れました。寄贈していただいた防犯ブザーは、４月８日（月）の
入学式に各小学校を経由し、新１年生に配布しています。
　今後も徳之島経済同志会からは子どもたちの安全を守るた
め、防犯ブザーの寄贈を続けていただけるというお話もありま
した。本当にありがとうございます。
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町
内
小
中
学
校
特
別
支
援
教
育
支
援

員
と
町
内
公
立
幼
稚
園
預
か
り
保
育
士

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

●
契
約
期
間

　
令
和
６
年
４
月
１
日
～

　

令
和
7
年
３
月
31
日

●「
令
和
6
年
全
国
戦
没
者

　
追
悼
式
」
参
列
遺
族
の
募
集

　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列
を
希

望
さ
れ
る
遺
族
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

　
令
和
6
年
8
月
15
日（
木
）

●
契
約
期
間

　
令
和
６
年
４
月
１
日
～

　

令
和
7
年
３
月
31
日

●
勤
務
内
容

町
内
公
立
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

●
勤
務
日
等

　
月
曜
日
～
金
曜
日（
午
後
2
時
～
午
後
6
時
）

●
報
酬

　
幼
稚
園
免
許
有
（
時
給
1,
0
0
0
円
）

　
幼
稚
園
免
許
無
（
時
給
9
0
0
円
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
総
務
課 

　

T
E
L

：

8
6-

4
6
5
1

●
令
和
6
年
度 

義
務
教
育
就
学
児

　
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

　

義
務
教
育
就
学
児
童
を
養
育
し
て
い

る
家
庭
に
対
し
、
医
療
費
の
自
己
負
担

分
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

医
科
・
歯
科
・
薬
局
そ
の
他
の
療
養

機
関
に
保
険
診
療
点
数
分
を
支
払
っ
た

対
象
者
に
対
し
て
、
義
務
教
育
就
学
児

医
療
費
助
成
を
支
給
し
ま
す
。

※
学
校
管
理
下
の
災
害
に
よ
る
受
診

は
、
医
療
費
助
成
の
対
象
と
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
学
校
管
理
下

で
の
怪
我
等
は
、
学
校
と
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
が
適
用

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

●
臨カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

床
心
理
士
に
よ
る

　「
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」

■
相
談
は〝
無
料
〟秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
悩
み
、
人
間
関
係
の
悩
み
、

●
子
ど
も
医
療
費
助
成
（
給
付
）

　
事
業
受
給
者
証
に
つ
い
て

　

子
育
て
支
援
課
か
ら
発
行
し
て
い
ま

す
、
黄
色
の
受
給
者
証
は
必
ず
医
療
機
関

（
病
院
・
歯
科
・
整
骨
院
・
訪
問
看
護

等
）
に
健
康
保
険
証
と
共
に
ご
提
示
下
さ

い
。
ご
提
示
さ
れ
な
い
場
合
は
、
子
ど
も

医
療
費
の
助
成
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

紛
失
、
破
れ
、
汚
れ
等
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
子
育
て
支
援
課
ま
で
ご
連
絡

も
し
く
は
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課 

児
童
福
祉
係

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
4（
直
通
）

⃝

子
育
て
支
援
課

⃝

教
育
委
員
会
総
務
課

⃝

く
ら
し
支
援
課

⃝

子
育
て
支
援
課

⃝

地
域
福
祉
課

義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成
と
は

町
内
小
中
学
校
特
別
支
援

教
育
支
援
員

町
内
公
立
幼
稚
園
預
か
り

保
育
士

※
任
意
の
予
防
接
種
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
高
額
療
養
費
か
ら
の
給
付
を
援
助
し

た
額
、
入
院
時
の
食
事
療
養
費
等
も

対
象
外
で
す
。

※
他
の
医
療
費
制
度
を
利
用
中
の
方

は
、
そ
ち
ら
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

●
今
年
度
対
象
年
齢

　

義
務
教
育
就
学
児
童（
小
学
生・中
学
生
）

●
今
年
度
対
象
期
間

　

令
和
６
年
４
月
１
日
～
令
和
７
年

　

３
月
31
日
ま
で
の
医
療
機
関
受
診
分

●
助
成
金
額

　

健
康
保
険
等
の
対
象
と
な
っ
た
医
療

費
の
自
己
負
担
し
た
額
で
す
。

　

受
診
後
、
6
ヵ
月
以
内
に
領
収
書
を

子
育
て
支
援
課
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

領
収
書
の
提
出
後
概
ね
2
ヵ
月
以
内
に

ご
指
定
の
金
融
機
関
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

※
子
ど
も
医
療
費
助
成
と
違
い
、
医
療
機

関
受
診
後
に
自
動
的
に
指
定
金
融
機
関

口
座
に
お
支
払
い
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課 

児
童
福
祉
係

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
4（
直
通
）

　

※
前
日
か
ら
の
団
体
行
動
に
な
り
ま
す
。

●
場
所

日
本
武
道
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）

●
対
象
者

・
戦
没
者
の
遺
族

・
一
般
戦
災
死
没
者
（
空
襲
に
よ
り

亡
く
な
っ
た
方
な
ど
）
の
遺
族

※
鹿
児
島
県
内
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
遺
族
に
限
り
ま
す
。

※
過
去
に
参
列
し
た
こ
と
が
な
い
方

を
優
先
し
ま
す
。

※
「
次
世
代
継
承
」
と
い
う
観
点
か

ら
「
18
歳
未
満
の
遺
族
」
に
つ
い

て
も
募
集
し
ま
す
。

●
申
込
期
間

　
令
和
6
年
5
月
1
日（
水
）～
31
日（
金
）

●
募
集
人
員

　
未
定
※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
選
考

を
行
い
ま
す
。

●
申
込
先

　
く
ら
し
支
援
課 

援
護
係

●
そ
の
他

　
状
況
に
よ
り
、
今
後
変
更
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
鹿
児
島
県
く
ら
し
保
健
福
祉
部

　
社
会
福
祉
課 

調
査
援
護
係 

　

T
E
L

：

0
9
9-

2
8
6-

2
8
3
0

●
勤
務
内
容

①
知
的
・
情
緒
障
が
い
の
各
特
別
支
援
学

級
の
教
育
活
動
充
実
の
た
め
の
介
助

②
学
校
に
お
け
る
特
別
な
支
援
を
必

要
と
す
る
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援

●
勤
務
日
等

　
原
則
平
日
勤
務
（
1
日
4
時
間
～
8

時
間
）
※
宿
泊
学
習
へ
の
引
率
や
土

曜
の
勤
務
を
行
う
場
合
有

●
報
酬
　
時
給
1,
0
0
0
円



各課からみなさまへ。暮らしに役立つお知らせです。
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家
庭
の
悩
み
、
職
場
な
ど
で
の
悩
み
事
な

ど
あ
な
た
の
困
っ
て
い
る
・
悩
ん
で
い
る

こ
と
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　
・
令
和
６
年
５
月
23
日
（
木
）

　

   
午
前
10
時
～
午
後
5
時

　

・
令
和
６
年
５
月
24
日
（
金
）

　

   

午
前
９
時
～
午
後
4
時

●
申
込
〆
切

　
令
和
6
年
5
月
16
日
（
木
）

　

午
後
5
時
ま
で

●
場
所

　
伊
仙
町
中
央
公
民
館
２
階

　

中
会
議
室

●
対
象
者

　
伊
仙
町
に
住
所
の
あ
る
方
と

　

そ
の
家
族

●
相
談
員

　
あ
い
ら
心
理
オ
フ
ィ
ス　

　

臨
床
心
理
士　

今
村
葉
子
先
生

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
地
域
福
祉
課

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
5（
直
通
）

●
デ
マ
ン
ド
バ
ス
と

　
路
線
バ
ス
の
併
用
に
つ
い
て

　

平
素
よ
り
、
路
線
バ
ス
を
ご
利
用
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
度
徳
之
島
３
町
で
は
路
線
バ
ス

の
故
障
ま
た
運
行
の
不
調
に
よ
っ
て
利

用
者
に
不
便
を
き
た
す
こ
と
を
軽
減

し
、
路
線
を
維
持
す
る
た
め
、
デ
マ
ン

ド
バ
ス(

予
約
運
行
型
バ
ス)

と
路
線
バ

ス
を
併
用
し
運
行
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
故
障
時
や
混
雑
時
は
路
線
バ

ス
と
し
て
も
運
行
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
未
来
創
生
課 

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
2（
直
通
）

●
令
和
6
年
度 

職
業
訓
練
指
導
員

　(

48
時
間
）
講
習
実
施
の
ご
案
内

　

こ
の
講
習
は
、
職
業
訓
練
指
導
員
（
職

業
能
力
開
発
施
設
で
の
指
導
や
企
業
等
で

の
人
材
育
成
を
担
当
す
る
方
）
と
し
て
必

要
な
指
導
・
訓
練
方
法
等
の
能
力
を
短
期

間
に
習
得
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
職
業
能

力
開
発
促
進
法
に
基
づ
い
て
「
厚
生
労
働

大
臣
の
指
定
す
る
講
習
実
施
要
領
」
に
よ

り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

講
習
修
了
証
書
授
与
者
に
は
、
本
人
の

申
請
に
基
づ
い
て
、
鹿
児
島
県
知
事
か
ら
職

業
訓
練
指
導
員
免
許
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課 

住
宅
管
理
担
当

　

T
E
L

：
8
6-

3
1
0
0（
直
通
）

●
町
営
住
宅
入
居
者
募
集
に

　
つ
い
て

　

現
在
、
左
記
町
営
住
宅
に
て
入
居
者

の
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

入
居
希
望･

内
見
を
ご
希
望
さ
れ
る
方

は
、
伊
仙
町
建
設
課
住
宅
係
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ご
連
絡
い
た
だ
い
た
段
階
で
す
で
に

契
約
済
み
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

⃝

未
来
創
生
課

⃝

鹿
児
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会

⃝

建
設
課

中
部
地
区

西
部
地
区

犬
田
布
団
地
B
棟 

2
0
3
号
室

【
間
取
り
】
3
D
K

【
家   

賃
】
1
6,
6
0
0
円
～

【
共
益
費
】
3,
5
0
0
円
程
度

木
之
香
団
地
2
0
1
号
室

【
間
取
り
】
2
D
K

【
家   
賃
】
1
6,
9
0
0
円
～

【
共
益
費
】
3,
0
0
0
円

河
地
団
地 
2
0
3
号
室

【
間
取
り
】
2
D
K

【
家   

賃
】
1
7,
0
0
0
円
～

【
共
益
費
】
3,
5
0
0
円

町
営
住
宅
に
つ
い
て

　

町
営
住
宅
は
、
公
営
住
宅
法
に
基

づ
き
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
低
額
所

得
者
の
た
め
に
整
備
し
た
住
宅
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
入
居
さ
れ
る
方
の
収

入
に
は
制
限
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、

家
賃
は
入
居
者
の
収
入
に
応
じ
た

も
の
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
収
入
が
低
い
ほ
ど
家
賃

は
低
額
に
抑
え
ら
れ
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

馬
根
団
地
2
号
室

【
間
取
り
】
3
L
D
K

【
家   

賃
】
2
7,
1
0
0
円
～

【
共
益
費
】
3,
5
0
0
円
程
度

●
期
日

　
令
和
6
年

　
7
月
30
日（
火
）～
31
日（
水
）

　
8
月
1
日（
木
）～
2
日（
金
）

　
8
月
8
日（
木
）～
9
日（
金
）

　
計
6
日
間（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

●
場
所

鹿
児
島
県
青
少
年
会
館

（
鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
1-

8)

●
主
な
受
講
資
格

①	

技
能
検
定
（
国
家
検
定
）
の
1
級

又
は
単
一
等
級
の
合
格
者

②	

職
業
能
力
開
発
校
修
了
者
で
4
年

～
10
年
の
実
務
経
験
者

③	

学
校
教
育
法
に
よ
る
免
許
職
種
に

関
す
る
学
科
を
修
め
た
者
で
、
大

学
卒
者
2
年
、
短
期
大
学
・
高
等

専
門
学
校
卒
者
4
年
、
高
等
学
校

卒
者
7
年
の
実
務
経
験
の
あ
る
者

●
受
付
期
間

令
和
6
年

5
月
13
日（
月
）～
24
日（
金
）

必
着
（
土
・ 

日
曜
日
は
除
く
）

●
定
員

30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。）

●
受
講
料

1
5,
6
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

※
受
講
案
内
、
受
講
申
請
書
は
鹿
児
島
県

職
業
能
力
開
発
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
鹿
児
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
〒
8
9
2-

0
8
3
6

　
鹿
児
島
市
錦
江
町
9-

14

　

T
E
L

：

0
9
9-

2
2
6-

3
2
4
0

　
担
当
者
：
中
山

　
な
お
、
町
営
住
宅
に
関
し
ま
し
て
は
、

島
外
・
町
外
か
ら
の
移
住
者
、
子
育
て
世

帯
の
入
居
を
優
先
い
た
し
ま
す
。
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伊仙町役場 地域福祉課 介護保険係
TEL:0997-86-3115（直通）

介護保険料に関する
お問い合わせ

令和６年度 介護保険料のお知らせ
　介護保険料は3年を1期とする介護保険事業計画にて決定します。令和6年度より第9期介護保険事業計画期間となります。
　第１号被保険者（65歳以上）の介護保険料額について所得段階区分、保険料負担割合等の見直しが行われ、第９期では以下の
通り13の所得段階区分により設定します。
　なお、第1号被保険者（65歳以上の方）の第９期の保険料の年額基準額は、月額6,300円となり、保険料の基準額が引き上げら
れました。
　詳しくは伊仙町高齢者福祉計画及び第９期介護保険事業計画【概要版】、もしくは伊仙町ホームページをご確認ください。

所得段階 対象者 月額保険料 令和６年度～
令和８年度年間保険料

第１段階
○生活保護を受けている
○世帯全員が住民税非課税
○前年の本人年金収入額等が80万円以下

約1,792円 21,500円

第２段階 ○世帯全員が住民税非課税
○前年の本人年金収入額等が80万円超120万円以下の人 3,050円 36,600円

第3段階 ○世帯全員が住民税非課税
○前年の本人年金収入額等が120万円超の人 約4,308円 51,700円

第４段階 ○世帯の誰かに住民税が課税されているが本人は住民税非課税
○前年の本人年金収入額等80万円以下の人 約5,667円 68,000円

第５段階
（基準額）

○世帯の誰かに住民税が課税されているが本人は住民税非課税
○本人年金収入等80万円以上の人
○第４段階以外の人

6,300円 75,600円

第６段階 ○本人が住民税課税
○前年の合計所得金額が120万円未満の人 約7,558円 90,700円

第7段階 ○本人が住民税課税
○前年の合計所得金額が120万円以上210万円未満の人 約8,183円 98,200円

第8段階 ○本人が住民税課税
○前年の合計所得金額が210万円以上320万円未満の人 9,450円 113,400円

第9段階 ○本人が住民税課税
○前年の合計所得金額が320万円以上420万円未満の人 約10,708円 128,500円

新
設

第10
段階

○本人が住民税課税
○前年の合計所得金額が420万円以上520万円未満の人 約11,967円 143,600円

第11
段階

○本人が住民税課税
○前年の合計所得金額が520万円以上620万円未満の人 約13,225円 158,700円

第12
段階

○本人が住民税課税
○前年の合計所得金額が620万円以上720万円未満の人 約14,483円 173,800円

第13
段階

○本人が住民税課税
○前年の合計所得金額が720万円以上の人 約15,117円 181,400円
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自動車税の納付は
5月31日までに！！

　自動車を所有するみなさま、納期内納付ありがとうございます。
自動車税種別割は、毎年４月１日時点で自動車（軽自動車は除く）を
所有している方に納めていただく税金（県税）です。

今年は「納税通知書発送日」が４月26日（金）、
「納付期限」は５月31日（金）ですので、

納め忘れがないようにしましょう！
　自動車税種別割について、納税通知書が届かないなど、ご不明な
点がありましたら、鹿児島地域振興局自動車税課（TEL：099-261-
5611）又は、大島支庁県税課（TEL：0997-57-7225）まで、お気
軽にお問い合わせください。

自動車税種別割は

などで納めることができます。

県ホームページにも情報が掲載されていますので、ご覧ください。
https://www.pref.kagoshima.jp/ab07/kurashi-kankyo/
zei/aramashi/car/car2.html

コンビニエンス
ストア

スマホ決算
アプリ

・金融機関
・郵便局 地方税お支払サイト

口座振替



2024
年

 5
月

号
令
和
6
年
5
月
1日
発
行

伊
仙

町
役

場
 未

来
創

生
課

〒
891-8293 鹿

児
島

県
大

島
郡

大
島

郡
伊

仙
町

伊
仙

1842
編

集
発

行

戸
籍
の
窓

人口の動き
（2024年3月末日現在）
※総人口は、外国人含む。

総人口 6,150 人

男 3,102 人

女 3,048 人

世帯数 3,444 世帯

出生 1 人

死亡 9 人

転入 44 人

転出 117 人

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

出
生
児

保
護
者

集
落
名

● 

米よ
ね
だ田

陽ひ
な
た向

米
田 

翔
也

古
里

ご
結
婚
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

氏
名

集
落
名

 

　 

富
本 

伊
織

面
縄

 

　 

樺
島 

麻
優
子
伊
仙

香
典
返
し　
金
一
封
い
た
だ
き
ま
し
た
。
※
社
会
福
祉
協
議
会
受
付
　

集
落
名

寄
附
者
名

（
故
人
名
）

年
齢

○
上
面
縄

泉
田 

喜
久
さ
ん

（
亡  

泉
田 

由
子
さ
ん
）
85
歳

○
東
犬
田
布

谷
村 

光
夫
さ
ん

（
亡  

谷
村 

テ
イ
子
さ
ん
）

103
歳

○
東
伊
仙
西

広
瀬 

リ
ツ
子
さ
ん
（
亡  

広
瀬 

義
統
さ
ん
）
90
歳

○
目
手
久

根
本 

直
美
さ
ん

（
亡  

重
久 

ツ
子
さ
ん
）
95
歳

TEL 0997-86-3112　
FA

X
 0997-86-2301

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.tow

n.isen.kagoshim
a.jp/

明るく
元気に
育ってね♡

伊 仙 町 商 工 会 の 窓

 お 買 い 物 は 、ぜ ひ 町 内でお 願 いします。
住   所 伊仙町伊仙 2069-2 T E L 0997-86-2028

福元製菓 お餅の全国発送承ります。

わが町のアイドル募集！

 伊仙町役場  未来創生課
 TEL 86-3112お問い合わせ

町のみなさんに素敵な笑顔を届けてみませんか？
毎月10日までに、右記二次元コードを読み取り、必要事項
を入力し、掲載希望写真を添付いただきご送付ください。

富
と み も と

本 一
い ち は

華ちゃん （0歳3ヵ月）

長寿・子宝日本一の
町！

二
代
目
頑
張
り
ま
す
。


